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M-Vデ ー タ 管 理(そ の3)

※ ※

宇 津宮孝 一一`石 田いつ子

前 号 で は、順編 成 、分割型 順編 成 フ ァイル のFCB,OPEN,CLOSEに つい て説 明 しま した。 本

号 で は さらに順編 成 、分鋼 型順編 成 フ ァイル ブ ッ ク レベ ルの ア クセ スマ クロ命令 につ い て述 べ ま

す。 それぞ れの マ クロ命令 の 具体 的 な例 につ いて は次号 よ り詳説 します。

ブ ロ ック レベ ル のア クセ スは、 フ ァイル をブ ロ ッ ク単 位 で取扱 うア クセ ス法 で 、ブ ロ ック化、逆 ブ

ロ ック化 は使用 者 の責任 で行 うこ とに なり ます。

11.順 編成 、 分割 型 順編 成 ファ イル共通 ア クセ スマ ク ロ命令

READマクロ 命令 、WRIT£マクロ 命令 、CHECKマクロ 命 令 につ いて述 べ ます。ブロック レ

ベ ルのデ ー タ読書 き用READ/WRITEマ クロ命令 の後 には、必 ずCHECKマ クロ命令 を発 信 して

同期 を と らね ば な りませ ん。 これ はREAD/WRITE命 令が実 際 の1/0動 作 を伴 な うため その完

了 を待 たね ばな らないか らです。

11.1READマ クロ命 令

READマ ク ロ命令 はフ ァイル か らブロック 単位 で デー タ を読 み取 る命 令 で、呼 ぴ出 し手順 部

分 とパ ラメー タ表部 分(FECB…FileEeventControlBlock)と に展開 され ます。

11.1.1READマ クロ命令の 形式

名 札 命 令 オ ペ ラ ン ド

・記号・ 躍ADf,鴇 名
、処瑠 形式 、溜 名、緩 番号 、 〔読 込 遭 乏さIS〕

表11.1READマ クロ命令

・パ ラ メ ー タ の 説 覆

①fecb名 く記 号 〉:制 御 表(FECB…5ili'1}よ りな る)の 先 頭 番 地 を記 述 し ます 。

② 処 理 形 式 〈符 号 〉:フ ァ イ ル の 処 理 方 法 を指 示 し ま す。

指 定 内 容 意 味

SFブ ロ ッ クを瀬 方 向(フ ァ イルの 終端 に向 う方 向)に 譲売み ます。

SB

SFD

衰ll.2REAOマ クm命 令処理形式

③fcb名 〈記 号 〉:フ ァ イ ル のFCB先 頭 番 地 を記 述 し ま す。

④ 領 域 番 地 〈記 号 〉:ブ ロ ッ ク を読 込 む 領 域 番 地(偶 数 番地)を 記 述 し ま す 。

:処 理 形 式 に よ っ て下 表 の よ う に な りま す 。

処 理 形 式 領 域 番 地 の 指 定 方 法

SF,SFD一 先頭 番 地

SB最 終 番 地 一1

衰t1.3READマ ク ロ命令領 域番地

※九州 大学 大型計算機 センター概究開発 部

ブ ロ ッ ク を逆 方 向 に 読 む 、磁 気 テー プ フ ァ イルBACKRDオ ー一プ ン

(vOl。4Nα6M-Vデ ー タ管 理(そ の2)参 照)し た もの の み イ∫効 です。

大 記 憶 フ ァ イ ルで キーつ きブ ロ ックで デ ー タ部 の み読 込 む こ とを

指 定 します。



⑤ 読 込 み長 さ 〈符号 のな い整 数>lS:レ コー ド形 式 に よっ て意 味 が異 な ります。

レコード形式 指 定 方 法 意、 味

磁 形式 言売込 み長 さ 無 灘 顔 良鮎 難 驚 ツクを読込

(可変長も含む)SFCBのBLKSIZEが 読込み長さとな1)ます・

読 込 み長 さ ヰ0不 定長 に 同 じ

固定長 形 式

読 込 み長 さ=0不 定 長S指 定 と同 じ

表11.4READマ クロ読込み長 さ

注11.1読 込 み長 さが 最 大 ブ ロ ッ ク 長(FCBBLKSIZE)を 越 え る とBLKSIZEが 読 込 み 長

さ とな り ます 。

注11.2処 理 形 式 がSFの 時 大 記 憶 フ ァ イ ル の キー つ き ブ ロ ッ ク のREADで は 、 読 込 み 領

域 に は キ ー 部 、 デ ー タ部 が 連 続 して 読 込 ま れ る の で 領 域 の 大 き さ は キー 長 とブ ロ ッ

ク 長 の 和 に な りま す 。

11.1.2機 能 お よ び 使 用 ヒの 注 意

・ レ コー ド形 式 固定 長 レコ ー ド、 不 定 長 レ コー ド(可 変 長 レ コー ドは不 定 長 レコ ー

ドと して 取 扱 わ れ ま す。)

・機 種 カー ド リー ダ 、磁 気 テ ー プ 装 置 、 大 記 憶

・実 際 の 読 込 み長 さ の 通 知

む 　　 　 ヨら

FECB+4語 実際読込み長さ(ハ イト数)

FECB+4語 のli位18ビ ッ トにバ イ ト数 で通 知 され ます。

・動 作完 了の チ ェッ クREADが 正 し く完 了 したか どうかは 、CHECKマ クロ命令 発信後(

後述)ECB(FECB+0語)を 調 べ なけれ ば いけ ませ ん。(16.完

了情報 の項 参 照)

・磁 気 テー フ。READ時 の注意

S指 定 の場 合は ブ ロ ック長 、読込 み長 さ指 定 の場 合 は その長 さの コ

ア上 の領 域 は、磁 気 テー プ読 込 み中 のハ ー ド動 作 に ょ り以前 の値 は

保証 され ませ ん。

読込み 際 灘
指 定 長 さ この部分の コア ヒの値 は保証 さ才しません

図11.1磁 気テープREAD時 の注意

11.1.3フ ァ イ ル 終 端 の 処 置

・フ ァ イ ル 終 端 の 処 理 は フ ァ イ ル 媒 体 に よ っ て 異 な り
,表11.5に ま とめ ます 。



媒 体

大 記 憶

磁 気 テ ー プ

カー 轡 声一 ダ

ファイルの終端の検 出

デ ー タ長0のブロック

(F◎Fブ ロ ック)

を読 んだ 時

テ ープ マ ー ク(TM)

を読 んだ時

オペ レー タ が装 置 の

EOFボ タ ン を押 し

た時

検 出 後 の 処 置

FCBにEOFEXの 指 定

有:EOFEXで 示 され る番 地 へ とび ま す

無:ECBに 通知 します

標 準 ラペ ル フ ァ イル で は:後 書 きラベ ル を読

みEOF,EOVの

半IJ別を してECB

に通 知 します。

非標 準 ラベ ル ファ イル で は:EOFと してECB

に通 知 します。

EOFEXの 指 定

有lFOFの 時の みEOFEXで 示 され る番地
へ とび ます。

無:ECBへ 通知 します。

大記憶の場合 と同 じ
ただ し通常 は使用者 がEOFを 示す特殊 カー

ドを定めて行 ないます。

熱1.5RεAσ マクmフ ァイル 終端の検 出

注11.3大 記 憶 フ ァイル でEOF検 出後 くり返 しREADマ クロ命令 を発信 した場 合 は常 に

EOFがECBに 通知 され ます。

磁 気テ ープ の場 合EOF,EOV検 出後 さらにREADマ クロ命令 を発信 す る と、ジB

ブ ステ ップ はア ボ ー トされ ます。

11.2WRITEマ クロ命 令

WRITEマ ク ロ命 令 は、フ ァ イル にデー タ をブロ ッ ク単位 で書 出す 命令 でREADマ クロ命令

拷様 、呼llSし手顯 部分 と綱御 表音i～分(FECB)と に展開 され ます

11.2,1WRITEマ ク ロ命令 の 形 式

名 札 命 令 オ ペ ラ ン ド

・記 号・WRITE〕

表ll・6WRlTEマ クロ命令

・パ ラ メー タの説明

①fecb名 〈記号 〉:制 御表(FECB)の 先 頭 番地 を記 述 します。

② 処 理形 式 〈符号 〉:処 理方 法 を指定 し ます

,指 定 内客 意 味

SFブ ロックを順方向 に書出 します。

SD撃 瓢 謂 蒋 潜 遡 ヱ舞 曽窮τ歎 一醐 して

OUTPUTモ ー ドではSDと 同 じ

SFDUPDATEモ ー ドの大記憶 キー付ファイルでバ ッファ上 にキー部 を持
たない形式(デ ー タ部だけ書 きかえ〉 で書出 します

衰11.7WRITEマ クロ処理形式

@fcb名 〈記 号〉:フ ァ イルのFCB先 頭番 地 を記述 します。

④領 域 番号 く記号 〉:媒 体 ヘ ブ ロ ックを書 出 す ための領域 番地(偶 数 番地)を 指 定 しま

す。処理 形 式 に よって表i1.8の よ うに な1)ま す。



処 理 形 式 意 味

SF大 記憶 キー つ きフ ァ イル の場 合 は
、領 域 の 中 に キー 部 、 デー タ部 が存

s㍊ 在 す るの で、 キー長 だけ キー 部に書出 しキー に続 く領 域 をデ ー タ と し
(UPDATE以 外)て 書 出 し ま す 。

,,§冊 、 キー 部 は扱わ ず領域番 地 で指 定 されたと・う か らデ ー タとして書t'11します 。

表11.8WRlTEマ ク ロ命令領域番地

⑤ 書 出 し長 さ 〈符 号 の な い 整 数>IS:レ コー ド形 式 に よ っ て次 表 の よ う に な りま す

レコー ド形式 指 定 方 法 意 味

不 定 長 形式 齢 し長 さ

(可 変 長も含 む)SFCBのBLKSIZE・ 轍 込 み 長 さ と な ・)ます ・

一書出 し長 さ#O不 定 長 形 式 に同 じ

固定長 形式

書 出 し長 さ=0不 定 長S指 定 に同 じ

表11.9WRlTEマ ク ロ命令 書 出 し長 さ

注11.4書 出 し長 さが 最 大 ブ ロ ッ ク長(FCBBLKSIZE)を 越 え る とBLKSIZEが 読 み 込 み

長 さ と な り ます 。

11.2.2機 能 お よ び使 用上 の 注 意

・ レ コー ド形 式 固 定 長 レ コ ー ド、 不 定 長(可 変 長 は 不 定 長 と 同 …)レ コ ー ド

・機 種ライン プ リン タ 、 カ ー ドパ ン チ 、 磁 気 テ ー プ 、 大 記憶

・動 作 完 了 の チ ェ ッ クWRITEマ ク ロ 命 令 が 正 し く完 了 した か ど う か はCHECKマ ク ロ 発

信 後ECB(FECB+0語)を 調 べ ま す 。

・大 記憶WRITE時 の 注 意

①FCBMACRF・WIの 場 合

媒体上に新 しい フ ァ イ ル を 創 成 す る た め に 、 カ ウ ン ト部,キ ー 部

,デ ー タ部(広 報vol.4No.51971-10デ ー タ管 理 フ ァ イ ル

とブ ロ ッ ク参 照)を 書 出 し ます(フ ォー マ ットラ イ トFormatWrite)

②FCBMACRF=Wの 場 合

対 象 の ブ ロ ッ ク は 既 に媒体上 に存 在 して い る の で 、 キー 部,デ ー

タ部 の み 書 出 し ます 。

11.2.3フ ァ イ ル 終端 の 処 置

フ ァ イル終 端 の 処理 は フ ァ イル媒 体 に よっ て異 な り、表11.10に ま とめ ます。

指定 した長 さ(バ イ ト数)に 従 っ てブ ロ ック を読

i入み ます.た だ しキ ー 長 は含 まれ ませ ん。



媒 体

大

記

憶

MACRF=

WI

MACRF=

W

磁 気 テ ー プ

ラ イ ン プ リ ン タ

カ ー ドパ ン チ

ファイルの終端の検 出

書出す情報がな

くな っ た時 、領

域を超 えた時

EOFブ ロ ック

を読 んだ時

EOTマ ー ク を

読んだ時

用紙 、 カー ドが

な くなっ た時

フ ァ イル終 端検 出後 の処 置

領域 内:CLOSEに よ りEOFを

書 出 します 。

領域 オー バ:ECBに 通 知 します1(エ

クス テ ン トオー バ)

FD文 で2次 量 の指 定 が あれ ばXT

ENDマ ク ロ(後 述)を 発信 で きます。

EOFEXの 指 定

有:EOFEXの 指 定 番地 に とび ます

無:ECBに 通 知 します

EOFEXの 指 定

有:EOFEXの 指 定 番 地 にとびます

無:ECBに 通知 します

多ボ リュ ー ム フ ァ イル の場 合 に は

FD文 に後続 ボ リュ ー ムの指 定 が

あ れ ばFEOVマ クロ命 令(後 述)

に よ り次 の ボ リュー ム に ス イ ッチ

で きます。

NOTREADYを タ イプ ア ウ トして

待 ち状 態 とな ります。

表11.10WRlTEマ ク ロ命令 ファイルの終端 処理

注11.5磁 気 テ ー プ の 場 合EOT検 出 後 さ ら にWRITEマ ク ロ 命 令 を 発 信 す る と、 ジ ョ ブ

ス テ ッ プ は ア ボ ー トさ れ ま す。

11.3CHECKマ ク ロ命 令

CHECKマ ク ロ命 令 は先 行 す るREADマ ク ロ命 令 ま た はWRITEマ ク ロ 命 令 の 完 了 を待 っ て

1/0動 作 の 完 了状 態 を使 用 者 に 知 らせ るマ ク ロ 命 令 で す 。

11.3.1CHECKマ ク ロ命 令 の 形 式

名 札 命 令 オ ペ ラ ン ド

・記 号 ・CHECKf
,2名

表11.llCHECKマ ク ロ命令

・パ ラ メ ー タ の 説 明

①fecb名 〈記 号 〉:同 期 を と るREADま た はWRITEマ ク ロ 命 令 のFECBの 先 頭 番 地

を記 述 し ま す。

11.3.2機 能 お よ び 使 用 ヒの 注 意

・完 ・了状 態 完 了 の 情 報 はECB(FECB+Oi語)に 通 知 さ れ ま す
。

使 用 者 はCHECKマ ク ロ 命 令 発 信 後 のECBを 必 ず チ ェ ッ クす る必 要 が

あ りま す 。

詳 し くは16.完 了 情 報 の 項 を参 照 して くだ さ い 。



12.順 編成 、分割 型順 編成 大記憶 ファ イル専 用 マ クロ命令

:・ で は、NOTEマ クロ命 令 、POINTマ クロ命令 につ いて述 べ ます。

12.lNOT鷺 マ ク ロ命 令

NOTEマ クロ命 令 は、大記 憶 フ ァ イルのREAD/WRITEの 媒体上 の位 置 を相 対 トラ ック形

式 注12・1〈TTRZ)で 使 用者 に通知 す るマ クロ命令 です。

12.1。1NOTEマ クve命 令 の形 式

名 札 命 令 オ ペ ラ ン ド

・記 号・N・TE

表肇2,lN◎TEマクロ 命令

。パ ラ メー タの説 明

①fcb番 地:大記憶 ファイルのFCB先 頭 番地 を記 号 で記 述 します。

② 返 却情報 番地:現 在 のREAD/WRITEの 位 置 情報TTRZを 入れ る1語 の領 域 を記述 し

ます。

12.1.2機 能 お よび使 用上 の注 意

。TTRZの 返却01?18262735

図i2.返 却されるTTRZの 形弍

TTフ ァイル上 の柑 対 トラ ック番 地(18ビ ッ ト,バ イナり 形式)

Rト ラ ック上 の相 対 ブ ロ ック・番地(9ビ ッ ト,バ イナ リ形 式)

Z常 にゼ ロ

・返却 され たTTRZの 意 味

返却 され たTTRZはREAD,ア ップ デー トWRITE、 フ ァイル創成 時 の

WRITEで 意味 が異 な}1ま す。

図拡2・ 返却されたTTRZ6)指 すブロック

。READ/WRTIE動 作 との関係

NOTEマ クロ命令 を実行 す る時 に は、以前 のREAD/WRITE動 作 は完 全

に終 了(C}{ECKマ ク ロ命令 完 了)し て い なけれ ば な りませ んe

READ/WRITE動 作 異常 終 了時 のTTRZの 値 は保 証 され ませ ん。

。エラー 時の処 置 当該ジョブ ステ ップ はア ボー トされ ます。

注12.1相 対 トラ ック形式 はフ ァイル の先 頭 かち の番地 を トラ ック番号 、ブ ロ ック番号 で表

現 す る もの で す。 絶対 トラ ック形 式 は実際 の ア クセ ス を ボ転 一ム絶 対番 地(シ1ル

ダ番号 、ヘ ッ ド番 号 、ブ ロ ック番号)で 行 な うもの です。使 用者 は絶 対 トラ ックは

意識 す る必要 はあり ませ ん。



12.2POINTマ ク ロ 命 令

POINTマ ク ロ命 令 は 大 記 憶 フ ァ イ ル のREAD/WRITE(ア ップ デ ー ト ・フ ァ イ ル)の 位 置

を変 更 す るマ ク ロ命 令 で す 。

12.2.1POINTマ ク ロ命 令 の 形 式

名 札 命 令 オ ペ ラ ン ド

・記呈・P・INT&論 地

表12.2POINTマ クロ命令

・パ ラ メー タの説 明

①fcb名 〈記号 〉:大 記憶 フ ァ イルのFCB先 頭 番地 を く記 号〉 で記述 します。

② 指 示 ・番地 〈記号 〉:変 更 す るREAD/WRITEの 位 置情 報(TTRZ)を 入れ てい る1語

の領域 を記 述 します。

12.2.2機 能 お よ び使 用上 の注意

・変更 位 置の設定 指定 番地 にTTRZを セ ッ トします。

・実行 後 のPointerの 位 置

READマ クロ命令 …… 指示 したTTRZか ら読込 み ます。

WRITEマ ク ロ命 令…… 指示 したTTRZよ り書 出 します。

・READ/WRITE動 作 との関係

POINTマ クロ命令 を実行 す る時 に は、以前 のREAD/WRITE動 作 は 完

全 に終 了 して いな ければ な りませ ん。

・フ ォーマ ッ ト ・ラ イ ト時のPOINTマ ク ロの発信

原 則 として使 用 しない方 が い ・

・エ ラー 時の処 理 当該 ジ ョブ ステ ップはア ボー トされ ます。



13.順 編 成大記憶 フ ァイル専 用 マ クロ命令

XTENDAマクロ 命令について 述 べ ます

13.1XTENI)Aマクロ 命令

XTENDAマ ク ロ命令 は、大記 憶 フ ァイ ル創成 中 に領域 の拡 張 を行 う命 令 です。

領域 の拡 張 はFD文SPACEパ ラメー タで増分 を指 定 した もの に限t》ます。(詳 し くは広 報vol.4

No.61971-12,基 本制 御文 参照)

ル名 艶 　

(XTENDAマクロ 命 令 は② の デー タ領 域 が足 りな くなっ た時 に発信 します。 ③ の増分 の単 位 は① の単 位(シ リンダか トラ ック)に な ります。)

13.1.1XTENDAマ ク ロ命 令 の 形 式

〈前号FCBマ ク獄命令の項 参照 〉

と指 定 したFCB先 頭 番地 を記 述 します。

②完 了情報 番地 〈記号 〉:領 域 張張 の完 了状 態 を通知 す る1語 の領域 番地 を記 述LgS"。

(完 了状 態 は16.マ クロ命令完 了情 報 グ)項参照)

13ほ.2機 能 お よび使 用上 め 注意

・拡 張方 法 シス テム はFD文 の増 分 の指 定 が あれ ば、指定 の大 きさで領 域拡 張 を行 い

ます 。完 了状 態 は完 了情報 番地 に通 知 します。

・完 了情 報XTENDAマ クロ命令 発信 後 、必 ず 完 了情 報 をチ ェ ッ ク しな けれ ば な りま

せ ん。 媒 体 が大記憶 以 外 は ソフ ト ・エ ラー とな ります。

・WRITE動 作 との関係

WRITEマ ク ロ命 禽 発信 後 、CHECKマ クロ命令 に よ1)エクステント ・オー

バ が通知 され ます(16 、完 了情報 の項 参照)。この場 合 、実 際 の書 出 しは行

わ れ てい ないの で、XTENDAマクロ 命令 発信 後 、再 疫WR.1T£ マ クロ命

令 を発信 しな ければ な りませ ん。

・EXTENTの 個 数255ま で1ず能 で す。



14.順 編 成 磁 気 テ ー プ フ ァ イ ル 専 用 マ ク ロ 命 令'

TCLOSEマ ク ロ命 令 、FEOVマ ク ロ 命 令 に つ い て 述 べ ま す。

14.1TCLOSEマ ク ロ命 令

TCLOSEマ ク ロ 命 令 は 、 磁 気 テ ー プ フ ァ イ ル でINOUTのOPEN(広 報voL4No.6デ ー

タ管 理(そ の2)OPENの 項 参 照)し た フ ァ イ ル に対 してINPUTモ ー ドか らOUTPUTモ ー ドに

切 換 え て デ ー タ の 追 加 を可 能 に し ます 。

14.1.1TCLOSEマ ク ロ 命 令 の 形 式

　　 　　 　　　　 　　　　　　　

名 札 命 令 オ ペ ラ ン ド

・記 号・TCL・SE&

表14.1TCLOSEマ クロ命令

・パ ラ メ ー タ の 説 明

①fcb名 〈記 号 〉:INOUT形 式 でOPENし た 磁 気 テ ー プ フ ァ イ ル のFCB先 頭 ・番地

を 記 述 し ま す 。

14.1.2機 能 お よ び使 用 上 の 注 意

・TCLOSEマ ク ロ命 令 とボ リュ ー ム ,フ ァ イ ル 形 式

単 ボ リュ ー ム ・単 フ ァ イ ル(テ ー プ1コ に フ ァ イ ル1っ)と 多ボ リ ュー ム

・単 フ ァ イ ル(テ ー プ 複 数 個 に フ ァ イ ル1つ)に よ っ て 異 な りま す 。

図14.1TCLOSEマ クロ命令発信後 のヘッ ド位置

・完 了 情 報 完 了 情 報 を必 ず チェックしなけ れ ば な りませ ん。 完 了 情 報 に つ い て は 広 報VO

L.4Nα6デ ー タ管 理(そ の2)OPEN,CLOSE完 了情 報 の 項 を参照 して くだ さい。

14.2FEOVマ ク ロ命 令

FEOVマ ク ロ命 令 は 、 磁 気 テ ー プ の 多 ボ リュ ー ム フ ァ イル を処 理 中 に 次 の ボIlユ ー ム へ の切

替 え を行 うマ ク ロ命 令 で す。



14.2.IFεOVマ クxx命 令 の 形 式

名 札 命 令 オ ペ ラ ン ド

・記 号・FE・Vf,b雪
,。銑

表14.2FE◎Vマ クρ命令

・パ ラ メー タの説明

①fcb名 〈記号〉:ボ リュー ムの切 替 え を行 う磁 気 テー プファイル のFCBの 先 頭 番

地 を記述 します。

②ecb名 〈記 号〉:処 理 の完 了 を通 知 す る1語 の領域(ECB>の 番地 を記述 しますe

14。2.2機 能 お よび使 用一ヒの 注意

・FEOVマ ク ロ命令 とラベ ルの 関係

ラ ベ ル

標準 ラベ ル

ファイル

非標 準 ラベ ル

ラベ ル な しファイル

機 能

別ボリュー ム に切 替 え る際 、使 用者 はOUTPUTの 場 合 はEOT(EndofTape

テー プ の終 端 を示 す 銀 紙)、INPUTの 場 合 は 、EOV(EndofVolume)

を検 患 して次 の ボリュー ム に切 替 え る こ とに な1)ま す。

① 入力ファイル

環 在 処理中 めボリュー ム が最 終ボリュー ム で な く、FD文 で後 続 ボi)ユ ー ム

が定 義 され て いれ ば 、次 の ボ リュー ムの マ ウ ン ト(磁 気 テー プ装 置 にテ ー プ

を接 続 す る こ と)要 求 を行 な い、 マ ウ ン トされ る と、次 の ボ リュー ム のHDR

ラベ ル 、ファイル 名 の チェ ッ ク を行 な い、完 了状 態 をECBに 通 知1します。

② 出 力ファイル

FD文 に後続 ボ リュー ムが定 義 され て いれ ば 、処 理 中の ボ リュー ム にEOVを

書・き患 し、次 の ボ リュー ム の マ ウ ン ト要 求 を し、マ ウ ン トされ る と、次 の ボ

リュー ムにHDRラ ベ ルの 書 き出 しを行 な い ます。

処理 中 のボリュー ム をア ンロー ド(装 置 か らテー プ を切 離 す こ と〉 して 、次 の

ボ リュー ムの マ ウ ン ト要 求 を出 す。 マ ウ ン ト後 ラベ ル な しの 出 力 フ ァ イル のみ

10團 の イ レイ ズ を行 な うの み で、他 の 場 合 は すべ て使 用者 の費 任 で処理 す る こ

と になり ます。

・FD文 と機 番FD文 は次の よ うに な ります。(詳 し くは広 報voL4Nα6.1791-12チ1§ 本制

御文 参照)

$FD一 ファ イル定義 名 、 、UNIT=(機 ・番、…)、VOL=(SPEC、 ボ リ

ュー ム通 番 、…)機 番 が 玉つ の場 合 は 、岡…機 番 に対 して行 ない、2つ 以上

の場 合 は指定 順 に循 環 して装 置 を使 用 します。

。完 了動作 のWAITと 完 了情 報

FEOVマ クロ命令実行 後 はWAITマ クロ 命 令 を発信 して完 了動作 を待 たねば な りませ ん。

WAITが 解 け る と完 了情報(16.完 了通知 情 報)を チェ ッ クして適 切 な処 置 を しなけれ ば

な})ま せ ん。 な おECBはFEOVマ クロ命令 を 発信 す る前 にゼ ロセ ッ ト(帰 零)し てお か な

い といけ ませ ん。



15.分 割 型 順 編 成 フ ァ イ ル 専 用 マ ク ロ 命 令

こ ・で は分 割 型 順 編 成 フ ァ イ ル の デ ィ レ ク ト リ、 ア ク セ ス マ ク ロ命 令FIND,BLDL,

STOW,GDRTY,CLOSEMの 説 明 を し ま す

15.1デ ィ レ ク ト リ

広 報vol.4No.51971-10の デ ー タ管 理3.フ ァ イ ル 編 成 の 項 で述 べ ま した よ うに 、 分 割 型

順 編 成 フ ァ イ ル は デ ィ レ ク ト リ部 と デ ー タ部(デ ィ レ ク ト リ と メ ンバ)か ら な り ま す。

15.1.1デ ィ レク ト リブ ロ ッ ク の 創 成

デ ィ レ ク トリ ブ ロ ッ ク は5デ ィ レク ト リ(5レ コ ー ド)よ り な り、 フ ァ イ ル 創 成 時 のOPEN

マ ク ロ命 令 に ょi)、FD文 のFD文 のSPACE・ 〈ラ メー タ で 指 定 し た デ ィ レ ク ト リ数 よ り次 の 式 に

よ っ て 計 算 され た個 数 書1唱 さ れ ま す 。

一 ・・(〔(n-1)/5〕・1)-m一 騰1蝶 誓 燧 麦1,( バイト数)駕 誉

n=oのllξn… 指 定 した デ ィ レ ク トリ数

(指 定 の な い 時)[]は 演 算 後 小 数 以 下切 捨 て を示 します

例15.1デ ィ レ ク トリ数 のiil'算例

F472K(集 団 デ ィ ス ク パ ッ クの場 合)

①FD文¥FD-… ル臓 名・FILE-({NEWTEMP},・ ・イル名)・・PACE-({説},デ ー ・徽,1・ ・)
iI

7294-1デ ィ レ ク トリ数

②mの 計 算m==17

146+534(12×5×9/2)512
_

1デ ィ レク ト リブ ロ ック の バ イ ト数

(広 報vol.4No.51971-10デ ー タ管 理 ボ リュー ム性 能 表 参 照)

③ デ ィ レ ク トリ数n;100、m=17だ か ら

17×(t〔(100ill/5〕 ・1)-34テ ・・ク ト・ブ・ ・ク34・ ・-17・ テ ・レク ー … ます

15.1.2デ ィ レ ク ト リ の 形 式

図15.1デ ィレク トリの形式

デ ィ レ ク ト リ は メ ンバ 名 の バ イ ナ リ値 に よ っ て 正 順 に 並 ん で い ま す 。 未 使 用 デ ィ レ ク トリ は

メ ンバ 名 が(777777777777)8(777777777776)8に な っ て い ま す。

注15.1メ ン バ の変 更 、 追 加 削 除 の た び に デ ィ レク ト リの メ ンバ 名 は正 順 に な る よ う並 び か

え られ ま す 。



例15.2デ ィ レ ク ト リの メ ンバ ー の並 び

メ ン バ 名AAAA,A.AA,AlAA,AAAAA,ABA,AZA,BAAA,の 正 順 は

A.AA→AAAA→AAAAA→ABA-→AZA→AIAA→BAAA

15.2FINDマ ク ロ命 令

FINDマ ク ロ 命 令 は 、READ/WRITEの 位 置 を メ ンバ の 先 頭 に 設 定 す る 命 令 で す 。

15.2.1FINDマ ク ロ命 令 の 形 式

名 札 命 令 オ ペ ラ ン ド

表15.塞FINDマ クロ命令

・パ ラ メー タ の 説 明

①fcb名 く記 号〉:フ ァ イ ル のFCB先 頭 番 地 を 記 述 しま す 。

② 捜 査 情 報 番 地 〈記 号 〉:メ ンバ 名 が 入 っ て い る領 域 の 番 地 を記 述 し ま す

捜 備 　幡 地・ ・ 『 メ..名(EBCI)IC,)Z:'、':〉

③ 処 理 形 式 〈符 号 〉:M(メ ンバ 名指 定)と し ま す。

④ 返 却 番 地 〈記 号 〉:、媒体上 の メ ンバ の先 頭 番 地 とFINDマ ク ロ 命 令 の 完 了 情 報 を通 知

す る2語 領 域 の 先 頭 番地 を 記 述 す る。

0171835

返却番地+OTTRZ

o完 了情{司之

図15.2日NDマ クm命 令返 却情報

15.2、2機 能 お よ び 使 用.Lの 注 意

。READ/WRITE動 作 と の 関 係

以 前 のREAD/WRITE動 作 は完 全 に 終 了 して い な い と い け な い。

・完 了 情 報 完 了 情 報(16.2完 了 通 知 情 報 の 項 参 照)は 必 ず チ ェ ッ ク し な い とい け

な い。

15.3BLDLマ ク ロ 命 令

BLDLマ ク ロ 命 令 は 、指 定 し た メ ン バ 名 の デ ィ レ ク ト り を指 定 した 領 域 に読 込 む マ ク ロ 命 令

で す 。

15.3.1BLDLマ ク ロ命 令 の 形 式

表15.28LDLマ クロ命令



・パ ラメー タの説明

①fcb名 〈記 号〉:フ ァイル のFCB先 頭 番地 を記述 します。

② 読込 み領 域 番地 〈記号 〉:デ ィ レクトリ を読込 む領 域 の先 頭 番地 を記 述 します。

15.3.1機 能 お よ び使 用 .Lの 注 意

・READ/WRITE動 作 と の 関 係

以 前 のREAD/WRITE動 作 は 完 全 に 終 了 して い な け れ ば なi}ま せ ん。

。完 了 情 報 完 了 情 報(16 .2完 了 通 知 情 報 の 項 参 照)は 必・ず チェックしない といけ ない。

15.4STOWマ ク ロ命 令

STOWマ ク ロ 命 令 は 、 デ ィ レ ク ト リブ ロ ッ ク に 、 デ ィ レ ク ト リの 変 更 、追 加 、 削 除 を行 う た

め の マ ク ロ 命 令 で す 。

15.4.1STOWマ ク ロ 命 令 の 形 式

名 札 命 令 オ ペ ラ ン ド

・記号・ST・Wf ,b薯 繍 乏象也 燐 綴

表15.3STOWマ クロ命令

・パ ラメー タの説 明

①fcb名 く記号〉:フ ァ イルのFCB先 頭 番地 を記述 します。

② 情 報番地 〈記号 〉:変 更 、追加、削除す るデ ィレクトリ情報が 入っている情幸幡 地 を記述 します。

③ 処理 形式 〈符号 〉:変 更 、追加 、削除 の区別 を符 号 で与 え ます

A:ディ レク トリを追加 します

R;メ ンバ 名で指定 したデ ィ レク トリの内 容 を変 更 します

C:メ ンバ 名の変 更 を します

D:メ ンバ 名で指 定 した メ ンバ を削 除 します。

.1二記以 外 はAと み なLま す

図15.3BLI)Lマ クB読 込み領域の 形武



イ.処 理 形 式;Aま た はRの と き

図15.1で 示 され る デ ィ レ ク ト リエ ン ・ト リに 情 報 を セ ッ トし ま す

ロ.処 理 形 式 聯C

情報番地+0

1

2

3

ハ .処 理 形 式=D

情報 番地+0

1

旧 メンバ 名

萩 メンバ名

図15.4STOWマ クロ命令惰報番 地(C)

削除 する メンバ名

図1§.5ST◎Wマ クB命 令驚報番地(D)

15.4.2機 能 お よ び使 用.[iの注意

デ イレク トリの並 べ 替 え

A,C,D処 理 形式 の どの 形式 を指 定 して も、STOWマ クロ命令 は処理 後

必 ず 、メ ンバ 名が正順叢 にな るよ うデ ィレク トリの並 べ替 え を行 ない ます。

。READ/WRITE動 作 との関 係

以 前 のREAD/W斑 丁£ 動作 は完 全 に終 了 して いなけれ ば な りませ ん。

・完 了情 報 完 了情{`【乏(16.2完 了通知 情報 の項 参照)を 必 ず チェックしなければ なりません。

完 了情 報の番地 はマ クロ命令 名札欄 に記 号 を陸 く と

oi71835

名札欄 の記号+6完 了 情 報

15.5GDRTYマ ク ロ 命 令

GDRTYマ ク ロ 命 令 は 、 指 定 さ れ た フ ァ イ ル の デ ィ レ ク ト リ を1ブ ロ ッ ク(5レ コー一ド)

ず つ 、指 定 し た領 域 に読 み 込 む 命 令 で す 。

15.5.1GDRTYマ ク ロ 命 令

名 札 命 令 オ ペ ラ ン ド

〈溺 ・GDRTYf ,覧 読込み留麟 地

表15.4GDRTYマ クロ命令

。パ ラメー タの説 明

①fcb名 く記号 〉:フ ァ イルのFCB先 頭 番地 を記述 します。

② 読込 み領 域番地 く記 号〉:デ ィレ ク い1を 読込 む6◎語 の先頭 番地 を記 述 します。

領 域 は偶数 番地 か ら始 まって いな けれ ばな りませ ん。

15.5,2機 能 お よび使用上 の注 意

・読込 み位 置 シ ステム はFCB+24,25語 に読 込 み中 の ブロ ッ ク位 潰 を記 録 します

の で使 用 者 は初 期値 を0に したあ と、 この2語 を書 き替 え ては な りま

せ ん。



・最終ディレウｋトリの判別

デ ィ レ ク トリの 最 終 ブ ロ ッ ク は使用 者 が 判 別 し な け れ ば な り ませ ん。

メ ンバ 名の2語 が(77777?777777)、 の 場 合 これ 以 後 に デ ィ レ ク

1・リ カcl∫ニイllしな い(777777777776)8

・READ/WRITE動作との関 係

以 前 のREAD/WRITE動 作 は 完 全 に終 了 して い な け れ ば な り ませ ん、,

。完了情報　完了情 報 を 必 ず チ ェ ッ ク し.な けれ ば い け ない

り リ

マ ク・命令 名札欄 の記 号+4・1詳ξFCB北 頭 番地

完了情禦:::糞 鱗li:

9ビ ッ1・エソ汐事を使用 者は、穿き

季奮え.て1まな らない

15.6CLOSEMマ ク ロ 命 令

CL()SE.Mマ ク ロ 命 令 は 、 メ ン バ の 終り に デ ー タ長1)のブロック(yOFブxxッ ク)を 書 出 す

マ クロ 命 令 で す。

15.6.1CLoSE泌 マ クロ 命 令 の 形 式

名 札 命 令 オ プ ラ ン ド

<記 り・>CLOS正 £M①
fcb名

表15.5CL◎SEMマクロ 命令

・パ.ラ メー タの1説 明

①feb名 〈記 り一〉:フ ァ イ ル のFCB先 頭 番 」'Elを記 述 し ます 、,

L5.6.2杉 隻育tオS.よし父イ岐」月」ヒグ)iil,1乙云

●フ ァ イ ル処jWI:lsXl:

こ の マ ク ロ 命 令 は 、MACRF=WIと 指 定 し た 出 力 フ ァ イ ル の と き に の み 意

畷《をダfち ます,,

。標 準 形 式 各 メ ン バ の 終 りがEOFプ ロ ・ソクの もの を 分 害ll型順 繍i成 フ ァ イ ル の標 準 形 式

≧ して い ます 、

。CIOSEマ ク ロ命 令 とのDljf系

CLGSEマ ク ロ 命 令 に よ っ て もE〈)Fブnッ ク は 陣 か れ るの で 、 最 後 の メ ン

・ぐの 後 に は2個 のEOFブ ロ ッ ク がイ乍ら れ る こ とに な り ます 。

完了情報はマ ク ロ 命'令 の 名 札 盤1に 記 一り'を』…fi:くと韮記・号+5聾 誘 に 遼}知 され ます,、
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16.付 録

16.1マ クロ命 令 展開 形

①READマ ク ロ命 令

・記号・-RFA一 名,{ll,}…b9・

領域番地 〔,読込み長 さlS〕

②WRITEマ ク ロ命令

・言腸 ・一一 一・㏄・名,{§1、}・f・b£

領域番地 〔,書出 し長 さIS〕

・処 理 形 式SF(000140)8

SB(000120)8

SFD(000150)8

・読 込 み 長 さ 長 さ を バ イ ト数2進 で 表 示

S指 定(777777)8

・処 理 形 式SF(000040)8

SD(000010)8

SFD(000050)8

・書 出 し長 さ 長 さ をバ イ ト数2進 表 示

S指 定(777777)8

②CHECKマ ク ロ命 令

〈記号〉 一CHECK一f㏄b名

③NOTEマ ク ロ 命 令

〈il己号〉 一NOTE一fcb名,返 却 番地

④POINTマ ク ロ命 令

〈記号〉一POINT一fcb名,指 示番地



⑤XTENDAマ ク ロ命 令

〈記号〉 一XTENDA一fcb名,完 了情報番地

⑥TCLOSEマ ク ロ命 令

〈記号〉 一TCLOSE一fcb名

⑦FEOVマ ク ロ命 令

〈記号〉 一FEOV一fcb名,㏄b名

⑧FINDマ ク ロ 命 令 ⑨BLDLマ ク ロ命 令

く記号〉一FIND一fcb名 、捜査情 報番地、M、 返却番地 〈記号〉一fcb名 、読込 み領域番地

⑩STOWマ ク ロ命 令

〈記号〉一STOW一fcb名,情 報番地

⑪GDRTYマ ク ロ 命 令

〈記号〉 一GDRTY一fcb名,読 込 み領 域番地



⑫CLOSEMマ ク ロ命 令

く記 号〉 一CLOSEM一fcb名

16.2完 了通 知情 報

16.2.1CHECKマ クロ命令 の完 了通知 情報

完 了状 態 はECB(FECBの 先 頭1語)に 次 図 の よ うに表示 され ます。
051617

通 知 情 報2

1:ヒ ッ ト0か0の と き異 状 終 了。(異 状 の 内 容 を通 知 情 報2に 示 しま す。)

ヨ 0:ヒ ッ ト0か1の と き正 状 終 了。 ビ ッ ト0か0の と き シ ス テ ム エ ラ ー。

1:正 常 終 了 て あ る。

{0:異 常終了 てある。

16ビ ッ ト…READま た はWRITEマ ク ロ 命 令 が 発 信 され た か ど うか の 確 認 ビ ッ トで 、 発 生 され

た場 合 は オ ン と な り ま す。

17ビ ッ ト…CHECKマ ク ロ命 令 が 発 信 され た か ど う か の 確 認 ビ ッ トで 、 発 生 され た場 合 は オ

ン とな り ま す。

図16.1CHECKマ クロ命令 に対す る通知情 報1

通知情報2(8進 表示)

000000

000002

000004

000010

040000

通 知 情 報2の 意 味

媒体 が大 記憶 の場 合 の み で、領 域 外(エ ク ステ ン トオー バ)を ア クセ ス した。

磁 気 テー プ装 置:標 準 形 式 でEOFラ ベ ル をREADし た。

非 標準 形式 でテ ー プ ・マ ー ク をREADし た。

形 式 の 別 な くEOT(銀 紙)上 にWRITEし た。
一大 記 憶 装 置:ブ ロ

ッ ク長 が ゼ ロの デ ー タ をREADし た。

カー ド読取 装 置:EOF釦 が オ ンで最 後 の カー ド内容 を読 取 っ た後 にREAD

マ ク ロ命 令 を発信 した。

ダ ミィ ・フ ァ イル にREADマ クロ命 令 を発 信 した。

以liEOFEX指 定 が あれ ば そ の番 地 へ飛 ぶ。

媒 体 が大 記憶 の場 合 でWRITEマ ク ロ命 令(OUTPUTモ ー ド)を 発 信 し

た 時 にマ ル チ ・ボ リュ ー ム指定 、 トラ ック ・オ ーバ フ ロー 指 定 が あ っ た。

媒体 が磁 気 テ ー プの場 合 で 、マ ルチ ・ボ リュー ムREADの 時EOVラ ベルが あった。

ハ ー ド ・エ ラー で処理 が続 行不 可 能 にな っ た。

表16.1CHECKマ ク ロ命令 に対 する通知情報2の 意味



16.2.2XTENDAマ ク ロ命令 の完 了通知 情報

完 了状 態 は完 了情報 番地 に次 図 の よ うに表示 され ます。
{}17182ア35

通知情報1通 知情報2

図16.2XTENDAマ ク ロ命令 に対す る通知情報1,2

遜知情 報1
(8進 表示)

000040

O⑪01⑪ ◎

000200

ooo49◎

001GOO

0◎2◎ ◎(}

004000

◎29◎ ◎()

0200◎ ◎

04◎o◎{)

100000

40GO◎ ◎

懸 斐嚢情 報1の 意 味

DEVI)指 建がDAで ない。

CHECKマ クロ命令 を患さずXTE醤DA
マ ク穏命・禽を畠 した。

OPENTYPEがOUTPUTで ない。

順編成以 外のファ イル を指 定 してい る。

パ ラ メ ー タ の ア ド レ ス表 示 が お か しい 。

システム制御表 がこわ されでい る。

FCBがOPENさ れて いないか 、こわれ てい る。

FCBの 醗AC段F措 定 がW1で ない。

フ ァ ・ざル ・ラベ ル(Fも3>が 認 し く読 め な

い。 遡 知 情 報2に 情 報 あ り。

ファイル ・ラベ ル(FL1>が 蕉 しく読め な
い。通知情 報2に 情 報あ り。

領域拡張 ができない。通知情 報2に 情報
あ り。

XTENOAマクロr"p令 が正'常終 了である.

涌知傭報2
(8進 爽示1 趨 知 情 報2の 意 味

領 域拡張が できない理由

03三

◎4◎

041

F9文 に増分 の指定 がない。

要求 スペー スが確保で きない。

VTOC内 の空 き領 域が ない。

ラァイル ・ラベ ル(FLI、FL3)が 蕉 し く読 め ない理由

100

◎41

042

◎44

ユユ ッ ト・エ クセプ シ罫ンを 検 鵬 し た。注)

ハ ー ドエ ラー であ る。

泣)入 出力装置が 、通常 は起 こらない状態 を検 出 したこ とを示 す。 たとえば、大記憶の場合 であればendoffile

を検iliした ときなどであ る。 熱6。2XTSCNOAマ クn命 令 に対す る通知惰 報 馨お よび2の 意味

16.2.3FEOVマ ク ロ 命 令 の 完 了 通 知 情 報

詳了状態はECBに 鱒 のように表示さ裾 す・3,

[ 通知情報1 通知情報2

図16.3ドEOVマ クn命 令 に対 する通知惰報1,2

通知情報1
(8濁

400

100

191

192

1◎3

1c4

1e5

1(}6

110

2◎o

201

202

203

通 知 鷺 報1の 意 味

蕉常終了

ファイルがOPENさ れていない。

夏/()パーマネント・エラー とオペ レー タ

が返答 してきたか

バー 翻障蜜 とオペ レータが返答 してきた、

オープン形式がBACKRD、UPDATE

であるためぎ£◎》越理ができない、

1/◎勲作が蕉鴬に遂行できない。
詳細は通知情報2

ファイ勘 ラベ ルの謂 糀 号力続 し くない。

ブ1コック数が…致 しない。

パラメータの番地指定が正しくない。

環在麺理 串のポifユームが最終ポ1}z一 ム

であ}転 後書きラベルがε◎Fで あるe

現在処理 中のボリュームが最終ボ リューム

であり、後書きラベルが鷺◎Vで あるa

畠力処理 で次の ボワユームの指定がない.

マゥントすべきボリュー ムがないとオペi"
一タが返答 してきた

。

通知情報2
(8進 〉

001011

001012

◎01013

◎Oi◎14

091015

001021

991922

0◎1◎23

001024

OO1愈25

◎92G11

002012

9愈2()13

002◎14

002015

◎◎2◎21

002◎22

O◎2023

003001

通 知 情 報2の 意 味

出力フア

イル

入力フア

イル

スイッチ前の

ボ サユ ー ム

スイッチ後の

ボ リュー ム

スイツチ前の

ボ リュ ー一ム

スイッチ後の

ボリューム

非標準ラベルなしのファイル

データ直後のTMが 書けない"

EOV1が 書けない。

EOV2が 書けない。

後書きラベル直後のτ醗が書けない

アン濃一Fで きない,

イレーズできない。

銭Σ壌 至が郷 テない.

HDR2が 書けない。

前書きラベル直後のTMが 書けない。

}{DR1が 読めなv㌔ またはllワ インド

できない。

BL◎C}く が読めない。

バ ック ・スペ ー ス がで き ない
。

バ ッ ク・スペ ー ス ・ファ イル が で きな い。

スペ ー ス・ファイル が で きないe

アンロー ドができない。

翼DR1が 読めないe

HDR2が 読めない。

スペース ・ファイルができなも㌔

アンロー ドができない。

表16.3FE◎Vマ クロ命令 に対 す る通知情報1お よび2の 意味



12.2.4FINDマ クロ命令 の完 了通知情 報

完 了状態 は返却 番地+1語 に次 図の よ うに表示 され ます。

0171835

返却番地+OTTRZ

+10通 知情報

図16.4FINDマ クロ命令 に対 する通知惰報

通知情報(8進)通 知 情 報 の 意 味

000000正 常終了

000001指 定 され たメンバー名 がデ ィレク トリ中にない。

000002異 状 終了(パ ラメー タの誤 ま り、ハ ー ドウェァのエ ラー)

表16.4FINDマ クロ命令 に対 す る通知情 報の意味

16.2.5BLDLマ ク ロ命 令 の完 了 通 知 情 報

完 了 状 態 は読 込 み領 域 の 完 了 情 報 番 地 に 次 図 の よ う に 表 示 され ます 。

読込領域 番地+0メ ンバ数

T業 、}副1孫 ト庸
通知情報 完了情報

　

1。:E}'繍 トリ1欝
TTRZ

通知情報 虐了

図16.5BLDLマ ク ロ命令に対 する通知惰報

通知情報(8進)通 知 情 報 の 意 味

000000000000・ 正常終 了

000000000001指 定 したメンバ ー名のデ ィレク トリが ない。

000000000002異 状 終了(パ ラメータの誤 まり、ハー ドウェアのエ ラー)

表16.58LDLマ ク ロ命令 に対 す る通知惰報の意味

16.2.6STOWマ ク ロ命 令 の 完 了 通 知 情 報

完 了状 態 は マ ク ロ命 令 の 名 札 欄 に 記 号 を書 け ば 、記 号+6語 に 次 図 の よ う に 表 示 され ます 。
Ol71835

名札欄の記号1-1通 知情報1

図16.6STOWマ クロ命令 に対 す る通知 情報

通知情報(8進)通 知 情 報 の 意 味 処 理 形 式

000000正 常終 了A,R,C,D

OOOOO1す でに同名のメ ンバーがあ る。追加、変更 しない。A,C

OOOOO2指 定 されたメ ンバ ー名がフ ァイル中 にない。R,C,D

OOOOO3デ ィレク トリ追加 の余欲 がない。A

OOOOO4ハ ー ドウェァのエラーA,R,C,D

OOOOO5パ ラメータのエラーA,R,C,D

表16.6STOWマ クロ命令 に対 する通知惰報 の意味


